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感染症の怖さを痛感。再発防止になけて。

入学式を終えたばかりの年度初め、児童デイサービスやよいのあ
かりは施設開所以来初めて事業所閉鎖 (体業)という危機を迎えま
した。

当事業所をご利用いただいている利用者様、保護者の・●Lさまには、
急な閉鎖のお矢0らせ等により、多大なるご不便とご迷惑、ご心配を
おかけして、本当に申し訳ございませんでした。

例年通り職員たちは2度の予防接種を行い、日々感染症の予防に努めてきたつもりでし
た。しかし今回の事業所の閉鎖は、改めて、これまで自分たちが行つてきた感染症対策を
見直すきつかけともなりました。
季節性インフルエンザの流行は、,シーズンはbll年より早<訪れ、3月には一度下人になつ

たように思われました。しかしワクチンの接種から時間がたち、効果が薄れてきた4月 にな
り再び感染の数が増えはじめました。
事業所では通常、利用者が帰つた後一斉に通常清掃を行います。その中には施設内の

消毒や換気、使用した物品などの殺菌消毒などが含まれています。
一般的には清掃と消毒で十分だと考えられていましたが、今回の感染の拡大を受けて、

利用者様に感染が確認された時点で、更に、送迎車両内の殺菌消毒を徹底すること。そし
て日夜接触する職員が、新たな保菌者となり感染を広げないように、マスクをし、手洗い、
手指消毒を確実に行うこと。また□腔内のウイルスを上咽頭付近に入れないため (インフ
ルエンザウイルスが感染する場所)、 水分補給をこまめに行うこと。自分の身を自分で守
る意識を持つことなどが確認されました。

感染症の予防対策は、これで完壁100パ ーセント大支夫というこはありませんが、少し
でもリスクを下げ、予防の意識を徹底し、感染を仕方がなかつたことにせず、皆さまがい

つでも安′さして利用できる事業所を目指していきます。そのために、
職員には、常に新しい情報を取り入れる能動的な姿勢と、意識の高さ
が求められますが、研修などを通じて養つていきたいと思っています。

今回のことを、私たちの教訓として、風化させることな <、 今後の
活動に活かしてい<ことができるように、しつかりと記録を残して、常
に振り返ることができるようにしていきます。これからも、どうぞよろ
し<お願いいたします。

お知らせ 0掲示板 ありんこまつリボランティア募集
ありんこまつりのボランテイアを募集します。

ありんこまつり当日、販売や 縁日等のお手伝い

をしていただ <ボランティアスタッフを募集しま

す。お手伝いいただける方は、詳細についてお

知らせいたしますので、ご連絡<ださい。   |
連絡先:0172-96-2774        1

‐    児童デイサービスやよいのあかり

第 6回NPO法人 ありんこ定期 総会 は、平成 30年
5月 20日 (日 )午前 10:30から、児童デイサ ービス

や よいのあかり施設 内にて行 います。正 会員の

方 には別途 ご案 内を差 し上 げます のでよろし<
お願 いいたします。
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ありん|こまつり開催決定
第 7回あ りん こまつ り

E〕 B寺 :

平 成 30年7月 7日 (土 )

午 後 5:30～7:30
場 所 :

や よ い の あ か り敷 地 内

内 容 :

販 売・縁 日 。ステ Tジ等
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理事長のつぶやき

輩詠之 欺てい
ノし一ノし(決まり事 )は、そも

そ も私たち人 間が集 団の中

で 円滑 に活 動 して い <ため

に者えられた約束事 である。

だ か ら、時 代 の 流 れの 中

で は 、音 か らあ るル ール に

違和感を感 じたり、含理性 に

欠 けると思 わ れ ることもあ
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しか し、だ か らとい って 、

勝 手 にル ールを無 視 して 自

分 たちに簡 便な方法 で進 め

ることは良 い ことではない 。

ル ールに不 具 合 が生 じた

り、理 不 尽 だ と思 つた ら、正

当 な手 続 きを経 て ルールを

見直し、改正 しなければなら

な い 。国 で 言 うな ら憲 法 改

正 だ 。実 際に、そのルールの

下 で 活 動 す る人 た ちが 、納

勒E翼近亀慮だ薦|

の倫理観や 価値観をふ まえ
|

を撲[3も]マ蝸 慈窪
|

ろう。つ まリルーノL/は生 きて
|

いるのだ 。        |
私たちは義務教育の中で、|

装踊 言蘇1層 |
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学んだ だ ろうか ?私は記憶

にない。けれど、者えてみ れ

ば答 え は 明 自で あ る。理 由

はん軋 6ヽDたゴ。メし一ルは、ノし―

ルだ から守る。

疑 間 が あ れ ば議 論 す る。

変 更 す る努 力 をす る。変 更

できなければ守るしかない。

そ して 、そ れ が 守 れ な い の

で あ れ ば 、そ の 集 団 を離 れ

る以 外 、選 択 肢 は な い だ ろ

う。辞 めるしかないのだ 。

世 の中の人 がこの単純な
|

ル ールを守 ることが で きれ
|

ば 、日 々 の ニ ユースで 謝 罪
|


